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（1970年生まれ。薬学博士。コロンビア大学・生物学講座・博士研究員、東京大学大学院・薬学系研究科・助手)。1998年、海馬の研究により、東京大学大学院薬学系研究科で薬学博士号を取得）
以前、数学に関する文献（「宇宙と宇宙をつなぐ数学」、「フェルマーの最終定理」）を読んでみたが、今回は、大脳に関する本を見つけたのでその感想を述べたいと思う。大脳生理学とは、動物や人間の行動を支配する大脳の機能を研究する学問である。高校生を相手に若き脳科学者が最新の大脳生理学について講義をまとめた本である。
大脳生理学者が脳の素性はどうなっているのかどのように機能しているのかといった解剖学的視点から脳とコンピューターの違いは何か。心とは何か。心はどこから生まれるか。心がそもそも存在する意味は何なのかといった心理学や哲学の領域に至るまで現在の脳研究の最新の成果を高校生でもわかるように簡単に解説してある。
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特に気づいた点について述べる。(この本では、講義スタイルで高校生に行った講義がまとめられている)
第1章 人間は脳の力を使いこなせていない
1-5　脳には、できてコンピューターにはできないこと（P25）
コンピューターと人間の脳は一体何が違うのか考えてみたい。実は今の脳科学会には正確な答えはない。でも考えてみることができる。一種の哲学みたいである
脳について考えるということは、「私」とは何かを考えることを問題提起をしてくれる。
私とは何か。人間とは何かを考える際にわかっているつもりでわかってないものがある。
たとえば、交通事故で手を失った人が義手をつけた。その人の体の一部は生身ではない。その場合その人はその人はその人のままであり続けるか。もちろんその人はその人である。さらに足までが義足になってもやっぱり「私は私」。心臓が人工心臓に変わっても「私は私」である。そうやって少しずつ体の部分を取り替えていったらどこまで取り替えたら「私は私」でなくなるのだろうか。例えば顔を整形して見かけが別人になったら私ではない？
―＞(高校生のコメント)いやそうでは無い。表面的な部分は変わるけれど内面的な心とかその人の意識とかはその人の考えていることは周りが変わっても変わらないと思う。
その考えをもっと突き詰めると意識とか自分のアイデンティティーさえ持っていれば脳みそを全部入れ替えてしまっても体全体が機械になってもいわゆるアンドロイドでも「自分は自分」かな？どう思う。
―＞（高校生のコメント）なれそう。
なれそうな気分？　オッケー。確かにそんな気がしてくるねぇ。じゃぁ君の隣に全く同じ性能を持ったアンドロイドを用意して自分の意思や心をそのアンドロイドにコピーしたら自分が2人になるかな？
―＞（高校生のコメント）それは、違うかなあ。
そうするとどこまでがロボットであってどこから生身の人間なのかなんとなく境界線がわからなくなってしまうよね。

1-19　進化しすぎた脳（P82）

頭蓋骨の中の95%が空洞と言う水頭症でもひどい障害が現れる人はわずか10%に満たなくて、50%の人はIQが100を超えていると言う。つまり、人間が人間らしくあるためには、そんなに大きな脳なんか持っている必要はない。このことからも人間の脳は、「宝の持ち腐れ」だといえる。
第2章　人間は脳の解釈から逃れられない。
2-1　「いま」は、常に過去：（P125）
目から入った情報は視覚野（しかくや：目に入った情報を受けとる場所）で解析される。その時、脳は形を分析したり色を分析したり動きを分析したりという処理を独立に並行して行っている。一番先に気づくのは色、その次は形、最後が動きである。そして転がっていると気づくまでの時間は早くても70ミリ秒の差がある。
たとえば、
りんごが転がっている。同時には認識できない。それぞれ時差がある。いち早く認識できるのは色である。りんごが転がっているのを見るとまず赤いものがある。次に形。球体に近いものがある。これはリンゴかな。運動とか動きは最後である。転がっている。今自分が感じているものは、全て過去である。同時だと感じているものは、本来は同時ではない認知の時差がある。
　目の前の事態を把握するには、どうしても時間差がある。したがって、「転がっているりんご」を正確に描写しようと思ったら「いま目の前に転がっている物体があるけど、それは、ちょっと前には、リンゴであって、その直前には、赤い色をしていました。でも今は、どうかわかりません」となる。

2-2　意識と見意識のなかにあるのは？（P99）
ここに文字をある。ここに並んだ単語を眺めてください。（なんか美味しそうな名前が並んでいる）
苦い　砂糖　クッキー　食べる　美味しい　心　タルト　
チョコレート　パイ　味　マーマレード　甘ずっぱい　ヌガー　
イチゴ　はちみつ　プリン
ここで、一旦、この文字から離れてください。（このページを閉じて）
この中にさっきの単語リストにあったのは、どれでしょうか？
「堅い　味　甘い」の中から。
―＞(高校生のコメント)　甘い
この答は、「甘い」ではないんだ。
―＞（高校生のコメント）甘いものが入っていたから・
そうなんだ。でも答えは「味」だね。
どうしてこういう事はどこに起こるんだろう。これこそが猛烈な心の中の作業なんだ。なぜこういうことが起こるのかその理由を考えるのは必要である。脳は甘いと言う言葉をこじつけて、いってみれば、身勝手に思い込んだりするわけだね。それをすることの理由その利点は何かということを考えてみてほしい。今みたいにずらっと並んでいたリストのおよその共通点を選び出して、「これは甘いものが集まっている「甘い糸」だな」いうような事象を一般化する。こういう心の作業を「汎化」という。脳は、この「汎化（はんか）」いうものをしばしばやる
2-25　「恐怖」の感情がなくなったら（P175）
扁桃体（へんとうたい：脳の一部で「恐怖」という感情を生み出す）がなくなって「怖い」と言う恐怖の感情が消えると本能がむき出しになる。という事は「理性」と言うやつは扁桃体によって形成されたものだと言う解釈も可能である。言い換えると動物には「本能」の欲求すなわち食欲と性欲がまずあってそれを「恐怖」によってがんじがらめにした状態が「理性」という。
第3章　人間は曖昧な記憶しか持てない（P186）
「あいまい」な記憶が役に立つ!?「基本的に完璧な記憶というのは役に立たない」
「なかなか覚えられない」そして、次のようにまとめられている。
「動物相手に実験しているとわかるんだけど、下等な動物ほど記憶が正確でね、つまり融通が利かない。しかも一回覚えた記憶はなかなか消えない。「雀百まで踊り忘れず」という言葉もあって、うわぁ、すごい記憶力だな……と、一瞬尊敬に近い気持ちも生まれるかもしれないけど、そういう記憶は基本的に役に立たないと思ってもらったほうがいい。だって、応用が利かないんだから。
　記憶があいまいであることは応用という観点から重要なポイント。人間の脳では記憶はほかの動物の例を見ないほどあいまいでいい加減なんだけど、それこそが人間の臨機応変な適応力の源にもなっているわけだ。
　そのあいまい性を確保するために、脳は何をしているかというと、ものごとをゆっくり学習するようにしているんだよね。学習の速度がある程度遅いというのが重要なの、特徴を抽出するために。
　―＞（高校生のコメント）いろんなものを見て、その共通している特徴を……？　　
そうそう。そのためには学習のスピードがあまり速いと、特徴を抽出できない。たとえば、きみらが池谷という人間を記憶する過程を考えてみようかな。いま僕は正面を向いて立っているでしょ。その姿だけを見て「これが池谷」というのを写真のように覚えちゃったとするでしょ。そうすると、次に僕が横を向いたら、その姿は別人になっちゃうよね。そこで、「右を向いた姿こそが池谷だ」と、もう一回完璧に覚え直してもらったら、こんどは右向きの姿だけが池谷になっちゃって、正面姿は違う人になっちゃうでしょ。わかるかな。
　ふたつの姿を結びつけるためには、〈記憶の保留〉が必要なんだ。つまり、正面姿の池谷を見ても「これは池谷かもしれないけど、ここは判断を保留しておこう」。そして、右を向いた池谷を見て「ふーん、これも池谷なんだな。ということはさっきの正面姿との共通点は何だろうか」とまたも記憶を保留する。そうやって、ゆっくりゆっくり脳は判断していくんだ。もちろん無意識にね。
　もし、学習のスピードが速いと、表面に見えている浅い情報だけに振り回されてしまって、その奥にひそんでいるものが見えてこなくなっちゃうのね。
　みんな勉強してて、なかなか覚えられないな、と苦労することがあるかもしれないけれども、それはこの脳の作用の裏返しなんだよね。しょうがないんだ。ものごとの裏にひそんでいるルールを確実に抽出して学習するためには、学習スピードが遅いことが必須条件なんだ。そして繰り返し勉強することもまた必要なんだね。
　コンピュータにはなかなかそういうのがむずかしい。
「もう一歩突き詰めて考えると、記憶があいまいだから、いままで思いもよらなかった別々の記憶がポンとつながったりもするわけだ。これは「ソウゾウ」そのものなんじゃないのかな。「ソウゾウ」というのは両方の意味ね、イマジネーション（想像）もそうだけれども、新しいものをクリエイト（創造）するのも、いま自分が蓄えている記憶が、あるときふとつながったり、何かのきっかけで結びついたりしてできるんだよね。それは新しい記憶だよね。こういうのも「あいまいさ」があるからこそできることじゃないかな。
　コンピュータの記憶はいつも正確に、ビシッビシッと整理された棚に置かれるみたいにハードディスクに蓄えられていくでしょ。ああいうのって記憶が相互作用しないから、いつでも完璧に取り出せはするんだけれども、コンピュータにソウゾウ性が欠如しているのは、あいまいな記憶がないからだとも言える。つまり記憶が正確すぎるということ。」
感想：
１「心」とは何かと考えることは、哲学にもつながる。「心」は、以前は心臓ではないかと言われていたがサイエンスの視点から見ると今では脳である。脳は、自分たちが考えるよりずっといろいろな事をして、人間の行動を助けている。目に映っている二次元の画像を苦肉の策で三次元化したり、実際には見えていない物を想像と予測で補ったり。知れば知るほど興味がわく。
2．本書によると、意識というものは無意識による行動・判断の結果を、後追いでまさに「意識」することのようである。意識される理性よりも、無意識の行動・判断のほうがヒトの人格を形成する鍵になっているようである。(この部分は、仏教でいう「唯識」のようなものにもつながるような・・・)
3.　人間の行動の多くは考えられているほど意識的（自由意志）に行われているわけでないということがわかった。悲しいとか嬉しいといった感情も、基本的には外部刺激に対する脳の反射的な作用だし、人間の自由意志を象徴する言語も、その多くは無意識な反応によっている。人間は他の動物と違い、言語を持ち自らの意志で世界を解釈し、働きかけられる、というのが一般的な通念だと思うが、実際はそうではないようである。
意見交換のテーマ：下記について、自由に意見交換したいと思います。
（「意識」については、その定義については、今でも科学者の間でも一定していないようです。著者は、「可塑性」（経験と予測：変化することができてその変化が保持されること）が「意識」の必須条件と考えています）。
1．「心」とは、何だと思いますか？（心はどこにあるのでしょう）
2．「意識と無意識」との境目は、どう思いますか？（「意識」とはどう思いますか？）
3.人間（脳）にできて、コンピュータにできないことは、何だと思いますか？
4.植物状態の患者に「意識」はあると思いますか？　　　　　　　　　　　以上
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